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中学理科プリント（過去問類似）
運動とエネルギー

名前 得点

　／9

問1 100gの物体にはたらく重力の大きさを1Nとする。動滑車を1つ使い、重さ600gのおもりを一定の速さで20cm引き上げる実験
を行った。おもりを20cm引き上げるのに12秒かかったとき、この作業における仕事率は何Wか。 （2016年　三重公立入試　類似）

1.  0.1W 2.  0.2W 3.  1.2W 4.  10W

問2 てこを利用して物体を持ち上げる際、支点からの距離と物体が上下に移動する距離の関係について説明したものとして、最も
適切なものはどれですか。 （2021年　鹿児島公立入試　類似）

1.  支点からの距離が長くなるほ
ど、移動する垂直距離は短くな
り、これらは反比例する。

2.  支点からの距離に関わらず、棒
のどの位置であっても垂直方向に
動く距離は常に一定である。

3.  支点からの距離が長くなるほ
ど、移動する垂直距離は長くな
り、これらは比例する。

4.  支点からの距離と移動する垂直
距離には関係がなく、重りの重さ
によって移動距離が決まる。

問3 1つの重りを2本の糸でつるし、その2本の糸の間の角度を60度、90度、120度と広げていったとき、それぞれの糸につないだ
ばねばかりが示す値の変化として正しいものはどれですか。 （2020年　奈良公立入試　類似）

1.  角度が大きくなるにつれて、ば
ねばかりの示す値は大きくなる。

2.  角度が大きくなるにつれて、ば
ねばかりの示す値は小さくなる。

3.  角度が大きくなっても、ばねば
かりの示す値は変化しない。

4.  角度が90度のとき、ばねばか
りの示す値が最も小さくなる。

問4 道具を使って仕事をするとき、動滑車のように「力を小さくできる道具を使うと、動かす距離が長く必要になり、結局仕事の
大きさは変わらない」という決まりを何と呼びますか。ただし、滑車の質量や摩擦は考えないものとします。 （2024年　島根公立入試　

類似）

1.  仕事の原理 2.  エネルギー保存の法則 3.  慣性の法則 4.  作用反作用の法則

問5 太陽の熱が空気のない宇宙空間を隔てて地球に届いたり、ストーブの前にいると空気が温まる前でも熱を感じたりするよう
に、物質を介さずに空間を隔てて直接熱が伝わる現象を何といいますか。 （2021年　岐阜公立入試　類似）

1.  放射 2.  対流 3.  伝導 4.  拡散

問6 静止していたおもりを滑車で一定の速さで上方に引き上げる際、おもりの状態およびエネルギーの変化について述べたものと
して、最も適切なものはどれですか。 （2014年　福井公立入試　類似）

1.  高さが増すため位置エネルギー
が増加し、力学的エネルギーも増
加する

2.  一定の速さで動いているため、
力学的エネルギーは保存され一定
である

3.  位置エネルギーが増加した分だ
け運動エネルギーが減少する

4.  重力が仕事をしているため、力
学的エネルギーは減少する

問7 水平なレールの上を転がる小球の運動を記録したところ、撮影開始から0.2秒後には5.6cm、0.4秒後には11.2cm、0.6秒後に
は16.8cm、0.8秒後には22.4cm移動していました。この小球の速さと、運動の性質について正しく述べているものはどれで
すか。 （2024年　京都公立入試　類似）

1.  速さは28cm/sで、移動距離は
時間に比例している

2.  速さは5.6cm/sで、移動距離
は時間に比例している

3.  速さは28cm/sで、移動距離は
時間に反比例している

4.  速さは11.2cm/sで、移動距離
は時間の2乗に比例している

問8 振り子のおもりが、軌道上の最も高い位置から下がり始め、軌道の真ん中にある最も低い位置（最下点）を通過し、再び反対
側の高い位置へと移動する様子を一定間隔で発光するストロボ写真で観察しました。最下点付近でおもりの間隔が最も広くな
っていることからわかる、おもりの運動の特徴として適切なものはどれですか。 （2015年　北海道公立入試　類似）

1.  最下点で速さが最大になる 2.  最下点で速さが最小になる 3.  最下点でおもりが静止する 4.  最下点でおもりの加速度が最大
になる

問9 斜面上にある物体にはたらく重力を、斜面に平行な方向と斜面に垂直な方向に分解して考えます。斜面の傾きを大きくしてい
くとき、重力の「斜面に平行な方向の分力」の大きさはどのように変化しますか。 （2021年　愛媛公立入試　類似）

1.  大きくなる 2.  小さくなる 3.  変化しない 4.  一度大きくなってから小さくな
る
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答え合わせ・解説

問1 答え 1
0.1W

まず仕事の量を求める。重さ600g（6N）のおもりを20cm（0.2m）引き上げるため、仕事の原理
より道具を使っても仕事の量は変わらず、6N × 0.2m = 1.2Jとなる。仕事率は「仕事の量（J）÷
かかった時間（秒）」で算出できるため、1.2J ÷ 12秒 = 0.1Wとなる。動滑車を使っているた
め、ひもを引く力は3N、引く距離は40cm（0.4m）となるが、3N × 0.4m = 1.2Jとなり、仕事
の計算結果は同じになる。

問2 答え 3
支点からの距離が長くなるほど、移動す
る垂直距離は長くなり、これらは比例す
る。

てこを傾けたとき、支点を中心とした扇形を描くように各点が動きます。このとき、中心角（傾く
角度）が同じであれば、半径にあたる「支点からの距離」が長ければ長いほど、弧の長さ、すなわ
ち垂直方向の移動距離も大きくなります。この関係は正比例の形をとるため、支点からの距離が2
倍、3倍になれば、移動する距離も2倍、3倍になります。

問3 答え 1
角度が大きくなるにつれて、ばねばかり
の示す値は大きくなる。

2本の糸で重りを支えるとき、それぞれの糸が引く力の「分力」を合わせると、重りの重さとつり
合う上向きの「合力」になります。この合力の大きさが一定である場合、2本の糸のなす「角度」
が大きくなるほど、平行四辺形の法則により、1本当たりの分力に必要な大きさは大きくなりま
す。実験データでも、角度が広がるにつれてばねののびが大きくなっていることから、力が増して
いることがわかります。

問4 答え 1
仕事の原理

道具を使用しても、仕事（力 × 距離）の総量は、道具を使わずに直接作業を行う場合と変わらない
という物理学上の原則を「仕事の原理」といいます。動滑車を使うと、引く力は半分になります
が、引く距離が2倍になるため、計算される仕事の大きさは一定となります。実際の試験場面で
は、ここに動滑車の質量や摩擦などの条件が加わることで、計算上の数値が変動することに注意が
必要です。

問5 答え 1
放射

熱が電磁波として放出され、それが物体に吸収されて熱に変わる伝わり方を放射（熱放射）とい
う。伝導や対流は熱を伝えるための物質を必要とするが、放射は真空中であっても熱を伝えること
ができる唯一の形式である。

問6 答え 1
高さが増すため位置エネルギーが増加
し、力学的エネルギーも増加する

物体が高い位置へ移動すると位置エネルギーが増加します。一定の速さで引き上げている場合、運
動エネルギーは変化しませんが、位置エネルギーが増加した分だけ、その合計である力学的エネル
ギーは増加します。外部から力が加わって仕事が行われているため、力学的エネルギー保存の法則
は成立せず、エネルギーの総量は増えていきます。

問7 答え 1
速さは28cm/sで、移動距離は時間に比
例している

移動距離を経過時間で割ることで速さを求めることができます。例えば0.2秒で5.6cm進んでいる
ため、5.6 ÷ 0.2 ＝ 28cm/sとなります。他の時間帯でも同様に計算すると常に速さが28cm/sで
一定であることから、この運動は等速直線運動であり、移動距離が時間に比例して増加しているこ
とがわかります。

問8 答え 1
最下点で速さが最大になる

一定の時間間隔で記録されるストロボ写真において、隣り合うおもりの間隔が広いほど、その区間
の平均の速さが大きいことを示しています。振り子の運動では、位置エネルギーが運動エネルギー
に変換されるため、最も低い位置を通過する瞬間に速さが最大となります。

問9 答え 1
大きくなる

斜面上の物体にはたらく重力を分解すると、傾きが大きくなるほど、重力の矢印を対角線とする長
方形の「斜面に平行な辺」が長くなります。このため、傾きが急になるほど斜面方向の分力は大き
くなり、物体はより大きな力で斜面の下方向へ引かれることになります。


